配位子　
錯体化学でよく出てくる簡単な配位子を表1に記す。

配位子名は，一般に陰イオン性配位子は英語名に ‐o をつけ，中性および陽イオン性配位子はそのまま使う。
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注−必要な場合には配位原子に下線をつける。

＊1-最近までアコとよばれていた。水溶液中の金

属イオンは，ほとんどがアクア錯体の形で存在

する。金属に配位している他の配位子が水分子

と置換することをアクア化という。

＊2-配位原子は不明の場合が多い。


